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平成２１年度事業報告書 

 平成２１年度の事業について、次の通り報告いたします。 

 １．第２５回｢佐藤栄作賞｣の論文の優秀者を表彰しました。 第２５回「佐藤栄作賞」のテーマを「アフリカの貧困問題」として前年度に募集した５５編の論文を審査し、優秀者を６月２３日に表彰しました。 

 優秀者  最優秀賞 １編 (賞金５０万円) 

Fraukje Idzenga（２４歳）早稲田大学院アジア太平洋研究科  優秀賞  ２編 (賞金各２０万円)  広瀬 淳一（３７歳）委嘱研究員   Gregory Lavender（２６歳）早稲田大学院アジア太平洋研究科 佳 作  １編 （賞金５万円）   Laxmisha Rai（３２歳）Soongsil University, Seoul, Korea 

 ２．第２６回「佐藤栄作賞」の論文を募集しました。     例年通り、本年度も論文を募集し、２月２８日の締切日までに６１編の応募がありました。慎重に審査の上、優秀者を２２年７月上旬に表彰することとしました。 

     論文のテーマ「核兵器廃絶の可能性を述べよー国連の役割はないか？」         応募論文数  日本文 ５１編  英文 １０編  合計６１編 

 ３．国連大学に寄付しました。     本年度も引き続き、国連大学ライブラリーへ図書基金として、５０万円を寄付しました。 


